18. Matching Game
○　目的：好きなもの、嫌いなものを聞いたり答えたりできる。
○　対象：小学校5年生
○　文法：Do you like~? I like~. I don’t like~.

○　語彙：curry, pizza, grape, apple, cake
○　準備：食べ物絵カード(黒板用、ゲーム用)
＜タスクの進め方＞
○　Pre-task
　１．絵カードを使い、食べ物の名前を導入する。
       
　２．それらの食べ物が好きか児童に聞く。

　３．好き、嫌いの言い方を、ジェスチャーをつけて導入する。
　　　　I like~.○　I don’t like~.×
　４．モデルを見せ、ゲームのやり方を説明する。
○　Task
　１．カードを配り、5つの食べ物の中から好きなものを3つ選ばせる。
　２．児童はペアを作り、持っているカードを聞きあう。
　３．聞かれた児童は、手持ちのカードに同じものがあるかないかを答える。
　　　　
　４．同じカードを持っていたら、聞いた児童はそのカードをもらうことができる。
　５．お互いに聞きあい、手持ちのカードがなくなったら終了。 

　６．最後に、何組のカードを持っているか確認する。
＜ワンポイント・アドバイス＞
　相手にカードを見せないようにする。
　児童の様子をみて、カードを増やし、難易度を上げることもできる。
(Ayumi)

 A: Do you like an apple? 


 B: Yes, I like an apple. [No, I don’t like an apple.]





 T: Do you like an apple? − S: Yes, I do/ No, I don’t.





.








 T: What’s this? − S: It’s an apple.


 











